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一
言
で
言
え
ば
私
た
ち
の
住
む
地
域

で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
、
そ
の
地
域
で

消
費
す
る
こ
と
で
、「
地
域
生
産
地
域
消

費
」
の
略
語
で
す
。
昔
は
全
て
が
地
産

地
消
で
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
近
代
社

会
に
お
い
て
大
量
生
産
・
大
量
流
通
シ

ス
テ
ム
が
拡
が
る
中
で
、
こ
れ
に
対
抗

す
る
動
き
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

今
、
各
地
で
地
産
地
消
へ
の
取
り
組

み
が
増
え
て
い
る
の
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
遺

伝
子
組
み
換
え
、
虚
偽
表
示
問
題
な
ど

の
「
食
に
対
す
る
国
民
的
不
安
の
増
大

や
輸
入
農
産
物
の
増
加
」
な
ど
に
よ
る

国
内
農
業
に
お
け
る
危
機
感
な
ど
が
主

な
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
旬
の
も
の
、
取
れ
た
て
の
も
の
は

美
味
い
ね
〜
」
と
い
う
地
産
地
消
・
旬

菜
旬
食
と
い
う
価
値
観
は
人
間
本
来
が

持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

効
率
性
重
視
の
社
会
か
ら
、
自
分
の
足

下
を
見
つ
め
自
分
で
野
菜
や
料
理
を
作

る
こ
と
や
、
家
族
に
食
べ
さ
せ
る
喜
び

な
ど
を
大
切
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

へ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
地
域
の
多
様
な
生

産
品
と
か
け
が
え
の
な
い
食
文
化
が
あ

り
、そ
の
優
秀
性
は
「
生
涯
現
役
の
ま
ち
」

と
し
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
貴
重
な
財
産
を
地
域
資
源
と
し
て

町
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

地産地消って？

何のために地産地
消を進めるの？

地 産
消

地産地消　
～ちさんちしょう～

郷土料理づくり（７月 13 日）

　周防大島町では地域と地場生産品の価値を高めるために
「地産地消」を推進しています。
　この地産地消は単なる生産と消費活動についての取り組
みに止まらず、「豊かで安心感のある健康的な生活の実現」
を図るための交流や経済的な視点も含めた総合的なまちづ
くりの活動であり、地域一丸となって取り組まなければ成
果は得られないものです。
　そこで、皆さんに地産地消について理解していただきた
いと思います。
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